燃ゆる大空[footnoteRef:1] [1:  1940年10月19日付『京城日報』コラム「明滅燈」に掲載された。] 


[bookmark: _GoBack]一機 (き)、二機 (き)、三機 (き)撃墜 (げきつい)したぞ。今日こそは基 (き)地に歸つて三度の宙 (ちう)返りが出來るんだぞ。彼は少 (せう)年航 (こう)空 (くう)兵軍 (ぐん)曹 (そう)だ。彈 (だん)丸 (がん)が盡 (つ)きた、さあ歸らう。途 (と)端 (たん)、彼 (かれ)の胸 (むね)からの血 (ち)しぶき。多 (た)量 (れう)の出血 (けつ)で無性 (せう)に眠 (ねむ)い。然し　陛下の飛 (ひ)行機 (き)だ、大和男の子の體だ。彼は昏 (こん)睡 (すい)狀 (じやう)態 (たい)でしつかりとハンドルを握 (にぎ)つてゐる。基 (き)地では彼の機 (き)がふわりふわり飛 (と)んで來るのを眺 (なが)めてゐる。負傷 (せう)だ。部 (ぶ)隊 (たい)長は叫 (さけ)んだ。三度の宙 (ちう)返りもやつた。着陸すると彼 (かれ)は事切れた。彼 (かれ)の魂はアジヤの大空 (ぞら)に燃 (も)えている。（香 (か)山光郎）
